
議第７号

徳島市新ホール建設予定地における県有地の扱いに関する決議

上記の議案を別紙のとおり徳島県議会会議規則第１４条第１項の規定により提

出する。

令和元年１２月１９日
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徳島市新ホール建設予定地における県有地の扱いに関する決議

徳島市の徳島駅周辺まちづくり計画に位置づけられた新ホール整備事業は、県

都の顔づくりに不可欠であるとの認識の下、新ホールの建設予定地が二転三転す

る中にあっても、県はこれまで一貫して支援を続けてきた。

新ホール建設予定地の県有地の扱いについては、県と市が合意のもと、土地交

換協議を進めていたところ、市は協議の前提条件を破棄し、１０月３０日に優先

交渉権者を公表した。

これは、県議会からの要望に沿わないだけでなく、市議会の附帯決議にも反し

ており、行政としての重大な信義則違反であることから、県は土地交換協議を無

期限停止とし、市にこのような行動に至った理由書を求めた。

この理由書を県土整備委員会において確認したところ、委員からは納得できな

いとの意見がなされた。

よって、次の事項に十分留意して取り組むよう強く求めるものである。

１ 県議会の３つの強い要望を遵守すること。

（１）県・市双方が納得できるよう、また、拙速とならないよう、しっかりと

協議を行うこと。

（２）土地交換協議の手続の進捗を、逐一、委員会に報告すること。

（３）県有地の利用に関しては、交換契約が固まった段階で最終的に判断する

こと。

２ 今後、市側が主張する県所有地の帰属問題をはじめ、市側から納得できる具

体的な説明がない限り、軽々に協議を再開しないこと。

３ 上記１及び２の懸案が解決され、協議が再開となった際には、これまでと同

様にしっかりと協議を行い、新ホールの早期実現に向け、県市協調で取り組む

こと。

以上、決議する。

令和元年１２月１９日
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